
      
 

    
 

   

いまや入試に不可欠！小論文について知ろう！！ 

 現代社会では，正解が一つに定まらない問題が数多く存在します。AI との共存，ジェンダー，経済格

差，環境問題など，どれも一面的な視点だけでは解決できません。このような「正解のない問い」に向

き合う力が，現代社会で強く求められています。そして，小論文はその力を測るうえで最適な手段と言

えます。 

今年の秋も，放課後の職員室では入試に向けて小論文指導を受ける３年生の姿が多く見られます。も

ちろん１･２年生にとってもこれは他人事ではありません。教科の学習と同様に，今のうちから小論文

を書くための準備や練習を始めておく必要があります。そのため，１･２年生は 12 月から小論文の学習

を開始します。 

いまや多くの入学試験で出題されている小論文。今回は，その基本について学習しましょう。 

 

■なぜ、小論文が入学試験で出題されるのか 
 大学･短期大学･専門学校は，教えてもらう受動的な勉強だけでなく，自分でテーマを見つけ，それを

研究していくところです。そのためには，教科書に書いてあるような事柄でも，「本当にそうだろうか？」

と疑問を持ち（「批判的思考力），校是である「共に生きなん」の精神で社会に目を向けて「この問題の

背景にあるのは何だろう？」と分析して他者との共通理解を図り（「協働的思考力」），「どうすればこの

問題を解決できるのだろうか？」（「創造的思考力」）というように，学問のテーマを見つけなければい

けません。大学･短期大学･専門学校は，まさにこのように自ら学問のテーマを見つけ，それを調査･研

究して考えた結果を論理的に表現できる学生を発掘するために小論文を課すのです。 

 

■小論文と作文の違い 

 小論文に取り組む前に誰もがぶつかるのが「そもそも小論文って何？」「作文とどう違うの？」とい

う疑問でしょう。作文と比較することで，小論文とは何かを確認しましょう。 
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小論文 

意見と論拠を 

書いた文章 

作文 

体験や感想を 

書いた文章 

小論文は，問われていることに対して「私は～と考える。」

という意見を述べ，「なぜなら，～だからだ。」という理由

（論拠）を筋道立てて説明し，相手を説得する文章のこと。

論理性や説得力の高さなどに評価のポイントが置かれる。 

作文は，「～だと思う。」「～して楽しかった。」など，ある

出来事から自分の心境や感想を述べた文章のこと。文章の

流れ，感性の豊かさ，表現のうまさなどに評価のポイント

が置かれる。 

 

【小論文】 小学生のうちから競争させ，順位づけするのはよくないと，運動会自体を廃止する学校があるという。

だが，私はこれには反対だ。 

      なぜなら，運動が得意な子の個性発揮の場を奪うことになる，と考えるからだ。子どもたちが学校で

過ごす中で，算数が得意･不得意，歌をうたうのが上手･下手など，誰にも得意や苦手が … 

【作 文】 私は先日の運動会で，クラス対抗のリレーに出場しました。２位で受けたバトンを持って懸命に走り

ました。そして前の人を抜いたときは，内心「やった！」と思いました。 … 

例題 〈テーマ：運動会〉 



■小論文に必要な４つの力 

 よい小論文を書くためには何が必要なのでしょう？それは次の４つの力です。 

読解力 

設問･資料を客観的に読み取った上で，その背景にあるものまで読みとる力。小論

文における読解力とは，現代文で養成する読解力とは違い「論じるための読解」で

ある。 

発想力 

資料に疑問をぶつけたり，自分なりの問い･具体例･アイデイアなどを考えたりす

る時に使う力。 

論理的思考力 

発想力を使って洗い出した課題に対する自分の意見や理由（論拠）を筋道立てて

組み立てる力。 

表現力 

自分の考えを表現して読み手に伝える力。 

 

これら４つの力は，小論文を書くために欠かせない力です。そして，その土台となるのが，他の誰でも

ない「自分自身」。自分の中に持っている経験やそこから得た実感，また教科の知識，社会の出来事に

対する知識，志望する学問の分野の知識が，「小論文を書くための材料」になります。 

 

 

■小論文の書き方の基本５ステップ 

 

 (1) 何を書けばいいのかをきちんとつかむ 

    「問われていること」は何かを読みとって，設問の条件を確認し，出            

題者の意図をつかむ。 

 (2) 資料を客観的に読みとる 

    資料として文章を与えられることが多い。重要箇所（特に，筆者の            

意見とその理由〈論拠〉）に注意しながら読むことが大切。 

 (3) 自分の考えを深め，固める 

    問いに対して，疑問をぶつけたり，視野を広げたりして，自分の考え

（意見）が出るまで考える。そして何を書くのかを絞り込み，しっかり決める。「意見」と「理

由（論拠）」の形にしておくとよい。 

 (4) 考えを整理し，論文の流れを決める 

    自分の意見とその理由（論拠）の筋道を考えながら，文章の流れを決め，その上でざっと自分

でチェックしてみる。 

(5) 意見と理由（論拠）をわかりやすく書く 

   文章の流れをつかんだら，段落分けをしながら文章にする。わかりやすい表現を心がけ，原稿

用紙の使い方に注意して書く。  

 

 

 

まず，どのような理解・考察が求められているのかを見抜き，自分の頭で考え

て独自の意見を打ち出し，それをいかに効果的に伝えるかを考える，という一

連のステップを踏んでから，実際に小論文を書き始めてみましょう。 


